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がかかる。 このため、通信サービスの需要がピークに達した時に代替ルートを提供するコ  
ストは、独占事業体の方が有利である状態はしばらく続くだろう。しかし、先に挙げた数  
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（単位：万契約、％）   
年度末   62  63  元  2   3  4 5  6  7  8  9．9   
NTrDoCoMo等の契約救  15．1  23．9  37．8  54．9  84．6  102．7  132．2  220．6  493．6  1．096  1．441   
新卒発音の契約数  0．4  11．1  31．9  53．2  68．5  80．9  212．5  526．8  992  1，168   
携帯・自動車電話 契約 
．致の 70．4   
図7 第一種電気通信事業者の携帯・自動車電話サービスの提供地域  
（9年度末現在）  
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